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	社団法人日本造園学会は、「ランドスケープ再生を通じた震災復興」を掲げ、東日本大震災の被災地における活力ある地域コミュニティの回復と自然と共生した暮らしを支えるまちづくり、そしてその動きを新たな国土づくりにつなげていくことを目指し、以下を提言いたします。
	１．まちの防災・減災および持続的発展の観点からの復興まちづくりの推進
	２．里山・里地・里海の連環を重視した復興まちづくりの推進
	３．新しい国土づくりにつながるランドスケープの再生

